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特定外来生物・沖縄県重点対策種

ツルヒヨドリの駆除及び
拡散防止にご協力ください

ツルヒヨドリってどんな植物？

冬に白い花が咲きます。葉の周辺のギザギザと
弧状の葉脈が特徴的です。

   ツルヒヨドリ (Mikania micrantha) は、アメリカ大陸原産のキク科の植物で、
ツル状の茎を広範囲に伸ばし、他の植物を覆うようにして繁殖します。
　沖縄では、公園、農耕地、林道、河川、湿地等のさまざまな環境に侵入･定
着しており、沖縄本島だけでなく石垣島や西表島などでも生育が確認される
など、急速に分布を拡大しています。そのため、沖縄県では重点的に駆除等
を実施する必要がある外来種として「重点対策種」に指定しています。

他の植物にかぶさって繁茂
するとこのように見えます。

どんな被害がでているの？

シィークワーサーを
覆うツルヒヨドリ

アダンを覆うように繁茂するツルヒヨドリ

在来の植物を覆って、衰弱させます。在来の植物を覆って、衰弱させます。

農作物を衰弱させます。農作物を衰弱させます。

ツルヒヨドリ

タイモ

   ツルヒヨドリは、繁殖力が非常に強く、
他の植物が生育できないほど繁茂します。
　そのため、農作物が被害を受けたり、
在来の植物やそこに生息している動物

（生態系）への影響が懸念されています。

沖縄県からの
お知らせです。
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外来生物法について詳しく知りたい方は → ①

https://www.env.go.jp/nature/intro/1law/files/150109sekoutuuchi.pdf

https://www.pref.okinawa.jp/kurashikankyo/shizenseibutsu/1018702/1004814/1004820.html

https://www.env.go.jp/nature/intro/1law/index.html

特定外来生物 (植物)の駆除における運搬及び保管について → ②

沖縄県外来種対策指針等（重点対策種等）について → ③

① ② ③

刈り取った茎から
発芽･発根しているツルヒヨドリ

発根箇所

発
芽
箇
所

ツルヒヨドリの種

駆除を行い、拡散を防ぎましょう！

取り扱いには注意が必要です！

ツルヒヨドリとよく似た植物
　ヤハズカズラ （Thunbergia 

alata） は、 ツルヒヨドリと同

じツル性の植物で、 家庭園芸

で観賞用に栽培されています。　

　　葉の形が似ているので間違わ

ないように気を付けましょう。

ヤハズカズラ ツルヒヨドリ

花 花

葉 葉 ツルヒヨドリは
葉の根本の
切れ込みが深い

　葉の周りの
ギザギザが多い

葉の先が細くなる

よ～く観察
してみてね！

　ツルヒヨドリは農業や生態系への影響が大きいため、外来生物法により「特定外来生物」にも
指定されており、以下のような行為は原則禁止されています。
　ただし、外来種の駆除活動における運搬・一次保管はゴミ袋に密閉するなどして拡散防止
対策を行えば実施できます。( 詳細は下記リンク先①、②をご参照ください。）

　ご自分の敷地や農地などでツルヒヨドリを見つけた際には、
生態系や農作物などへの被害を防ぐため、駆除を行いましょう。  
　ツルヒヨドリは種を飛ばして分布を広げます。また、除去後
に残った茎片からでも発芽・発根し、再生します。そのため、
服や靴底に種や茎が付いたまま移動すると、他の地域に分布を
拡散させてしまいます。繁殖している地域に入ったり、駆除を
行った後は、拡散防止のため服に付いた種や靴底の泥を落とし
てから移動しましょう。
　なお、刈り取ったツルヒヨドリは取りこぼしがない
ように収集し、袋に密封した上 で、各自治体のゴミ
処理ルールに従い、燃えるゴミ等としてだしましょう。

　ツルヒヨドリは種を飛ばして分布を広げます。また、伐採後
に残った茎片からでも発芽・発根し、再生します。そのため、
服や靴底に種や茎が付いていると、他の地域に分布を拡散させ
てしまいます。繁殖している地域に入ったり、駆除を行った後
は、服に付いた種や靴底の泥を落としてから移動しましょう。
　もし、ご自分の敷地や農地などでツルヒヨドリを見つけた場
合には、生態系や農作物などへの影響を防ぐため、駆除を行い
ましょう。  
　なお、刈り取ったツルヒヨドリは取りこぼしが無い
ようにし、各自治体指定のゴミ袋に入れ、拡散防止
のため密封してから燃えるゴミとして出しましょう。

　ツルヒヨドリは綿毛のついた種を飛ばして分布を広げます。
また、生命力も強いため、伐採後に残った茎片からでも発芽・
発根し、再生してしまいます。そのため、服や靴底に種や茎が
付いていると、他の地域に分布を拡散させてしまいます。
　繁殖している地域に入ったり、駆除を行った後は、服に付い
た種や靴底の泥を落としてから移動しましょう。
　また、駆除作業で刈り取ったツルヒヨドリは、取りこぼしが
無いようにして、各自治体指定のゴミ袋に入れて密封してから
燃えるゴミとして出しましょう。

※：外来種の駆除活動における運搬・一次保管は禁止されていません。ただし、ゴミ袋に密閉する
　  などして拡散防止対策を行う必要があります。( 詳細は下記リンク先①、②をご参照ください。）

〇〇市指定

栽培･種をまく 販売･譲渡運搬
（拡散防止処理をすれば可） （拡散防止処理をすれば可）

保管



沖縄県重点対策外来種

アメリカハマグルマの
拡散防止にご協力ください

アメリカハマグルマってどんな植物？

アメリカハマグルマ 
種　　名

・ 沖縄県対策外来種リスト （重点対策種）

・ 我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある

　　外来種リスト ( 緊急対策外来種）

・ 世界の侵略的外来種ワースト 100

指定内容

１か所から２枚の葉が出ます。
葉の表面には剛毛があります。黄色い花が咲きます。

   アメリカハマグルマは、アメリカ大陸原産のキク科の植物で、法
面などの緑化用として県内各地に導入され、公園、農耕地、林道脇、
河川、湿地等のさまざまな環境に侵入・定着しています。繁殖力が
非常に旺盛で、他の植物が生育できないほど繁茂するため、生態系
や農作物への影響が懸念されています。

    沖縄県では、県内に広く定着しており、生態系への影響

が大きいことから重点的に駆除等の防除を実施する必要が

ある外来種を「重点対策種」として指定しています。

匍匐して伸びるので、他の植物の
上にも覆うように繁殖します。

ほ ふく

よ～く
観察して
みよう！

Sphagneticola trilobata

約４cm
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（キク科）

沖縄県からの
お知らせです。
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外来生物法について詳しく知りたい方は → ①

https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/iaslist.html

https://www.env.go.jp/nature/intro/1law/index.html

我が国の生態系に被害を及ぼす恐れのある外来種リスト → ②

① ②

どんな被害がでているの？
　アメリカハマグルマは、茎は地上を這
い、地面や他種を覆ってしまう蔓性植物
です。沖縄にはグランドカバー用に導入
されました。
　性質は強健で、乾燥等の環境圧に耐え
る性質を活かして、道路法面の侵食防止
の植生材料として導入されました。

野外への植栽や遺棄を
止めましょう！

　旺盛な生命力で、伐採屑からも繁殖しま
す。
　現在ではグランドカバーなどに使われて
いませんが、これ以上の拡散・蔓延を防ぐ
ためにも、野外植栽や遺棄をやめましょう。

繁茂して他の植物の生育場所を奪います。

希少な生き物の生息地である河川渓流域を
覆いつくす様子。

大規模群生地での駆除は困難を極めます。

耕作地を覆いつくしたりします。

アメリカハマグルマは、
茎は地上を這い、地面や他種を覆っ

てしまう蔓性植物です。沖縄にはグラン
ドカバー用に導入されました。

　性質は強健で、乾燥等の環境圧に耐え
る性質を活かして、道路法面の侵食防

止の植生材料として導入され
ました。

旺盛な生命力で、伐採屑か
らも繁殖します。

　現在ではグランドカバーなどに使われ
ていませんが、これ以上の拡散・ 
  蔓延を防ぐためにも、野外植栽や

　遺棄をやめましょう。

〔写真：大宜味村喜如嘉〕

〔写真：国頭村安田〕〔写真：大宜味村塩屋〕


